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中期経営計画の見直しに関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、平成 28 年５月 13 日に公表いたしました中期経営計画

「Bridge to the Future ～未来への架け橋～」（平成 28年４月～平成 30年３月、以下“現中期経営

計画”）につきまして、昨今の業績動向を踏まえ見直すこととし、下記のとおり修正することを決議

いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

 

１．見直しの理由 

（１）平成 30 年 3 月期計画におきましては、順調な商業施設事業に支えられ引き続き安定的な黒字

基調で推移する見通しであることから、前期比増収増益の計画となります。しかしながら、昨今の事

業環境を踏まえ、想定に比べて伸び悩んでいる繊維・アパレル事業とヘルスケア事業の売上高を保守

的に見積もることが妥当と判断いたしました。その結果、売上総利益が現中期経営計画比で減益見込

みとなり、営業利益以下の各段階で現中期経営計画を下回る見込みとなるものであります。 

（２）ただし、各種財務目標（①経常利益率５％以上、②ＲＯＥ５％以上、③流動比率 120％以上、

④自己資本比率 25％以上）は、引き続き達成出来る見通しに変わりなく修正はありません。 

 

２．現中期経営計画の進捗状況と計画の修正について （単位：百万円） 

 平成 29年 3月期 平成 30年 3月期 

 

現中期 

経営計画 

（当初） 

実績 

現中期 

経営計画

比 

現中期 

経営計画 

（当初） 

見直し後

修正計画 

現中期 

経営計画

比 

前期比 

売上高 5,000 4,701 ▲299 5,210 4,800 ▲410 99 

営業利益 350 417 67 480 420 ▲60 3 

経常利益 140 267 127 360 290 ▲70 23 

当期利益 90 156 66 290 240 ▲50 84 

 

なお、記載されている内容、損益計画数値等は発表日現在において入手可能な情報に基づき作成

したものであり、当社の将来の内容・業績を保証するものではありません。また、当社グループは

次期中期経営計画策定に先駆けて商業施設サントムーン柿田川の追加開発の予備検討を進める考え

であり、検討の進捗によっては計画値が変動する可能性があります。その場合、必要に応じて別途

適時適切に開示する予定であります。 

以上 
 


